大企業の無法をただすたたかいに立ち上がろう！

· 偽装請負・サービス残業などの無法を一掃し、

雇用と地域経済を守る2.17全国交流集会アピール　-

　トヨタ、キヤノンなどの大企業が史上空前の利益をあげ続ける一方で、労働者・国民のくらしは一段と深刻になり、地域経済の疲弊が広がっています。

その原因の一つに、終身雇用と年功賃金を中心とする「日本型人事管理」を強制終了する「はたらかせ方」の大改悪があります。

　いまや、はたらくものの3人に一人は、短時間か、明日の雇用保障のない非正規労働を強いられています。3人に二人の正規労働者の相当数は、ノルマに追われ、いのちと健康を蝕む長時間労働に追い立てられています。しかも「ただ働き残業」が蔓延している中での長時間労働です。

　「ワーキング･プア」や「ダブルワーク」などの新語が飛び交い、過労で倒れ、心の病に罹る仲間が隣の席にいる現状は、特別のものではありません。

　はたらいても働いてもくらしが良くならない労働者の実態は地域の経済にも影響し、国内の消費を冷え込ませています。

　労働者・国民が悲鳴を上げているとき、政府は、何をしているのでしょう。

「残業代ゼロ」制度にほかならないホワイトカラー･イグゼンプション制の導入をめざし、使用者が一方的に労働条件を切り下げることを可能にする「労働契約法」を準備し、均等待遇や最低賃金引き上げには消極姿勢でいます。

　わが世の春を謳歌する大企業は、非正規・間接労働の固定化を求め、企業の高収益が維持できる労働法制への転換を政府に迫っています。わずかに残っている労働時間規制や雇用弾力化の制約すら、企業経営の障害物だといってはばかりません。大企業の無法と横暴が極まっています。

　もはや、労働者が安心して働きつづけることはできないのでしょうか。断じてそんなことはありません。

　大企業に働く一人の労働者が、偽装請負に怒り、その是正を求め、労働組合に加入してたたかったことが、世論を動かし、行政を動かし、偽装請負是正の大きな流れを作り出しました。不払い残業を告発する労働者のたたかいは、3年間で851億円もの残業代を企業に払わせています。一人のたたかいが、うねりとなって大企業の無法を告発する輪をひろげ、大企業の社会的責任を果たさせるたたかいに発展してきています。

　今日、集会に集まった私たちは、大企業の無法を糾すたたかいの広がりと輝きを学び、共有しました。

経済がグローバル化するもとで、大企業の成長でしか国民が幸せになれないとする政府・財界の宣伝が唯一の真実ではないことを知りました。

政府・財界が、労働者と国民の苦しみに無頓着であり、一層の困難を強いる労働法制改悪や労働ビッグバンの具体化を急いでいるという事実と危機を確認しました。

　そして、偽装請負・サービス残業などの無法の一掃、非正規労働者の正社員化と要求実現や均等待遇の実現、最低賃金の引き上げ、労働時間短縮などの「働くルールの確立」を求める国民共同の前進で、労働者と国民諸階層の暮らしを改善し、大企業のぼろ儲けを社会的に還元させるたたかいに立ち上がる決意を固めあいました。

　私たちは呼びかけます。大企業の無法をただし、働くルールの確立を政府にせまるたたかいに、労働者と国民の皆さんが立ち上がっていただくことを！
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